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アイスランドの気候変化

浅　井　辰郎

1　序

　E●ハンテントンの最後の著作”Mainsprings　of　Civili銭ation〃（文明の原動力

1945）を見ると・アイスランド文明について詳細な記述とその自然科学的．社会科学的解釈が

なされている。例えばアイスランドでは農民・漁夫といえども外国旅行者とラテン語で話をするこ

とが出来るほど家庭・社会教育が高度に普及しているとか，』Encyc16paedia　8ritaniごa

¢）中にある世界的なアイスランドの科学者・芸術家などの数は，その人口（1901年に78，140，

1964年に19ス090）に比して極めて多いとか，年々出版される印刷物の入口当り種類数も世

界各国鰍ぺ・飛び抜けて獅とか，いつれ弱拝常に目をひぐ。戦後これ息んだ私はダもし外国

に行く機会があったらぜひアイスランドを訪れてこの事実を確かめたいと思っていたが，幸い法政

大学留学隼として，昭和59年9月｛日から10月18日までこの島に滞在出来，さらに幾多の驚

くべき新事実を発見した。今回はその論びただしい資料の中から，気候変化に関するアイスランド

人の研究歳果と興味あ為研究方法とを要約して，読者の御参考に供したい。

H　アイスランドの気候変化のもつ二つの意義

　本論に入るに先立ちこの意義について私の意見をまとめて置きたい。

　剛体気候学・気象学には現象的にも因果的にも未知の分野が極めて多い。それはこの学問の対象

が透明で見えない空気であること・たとえ雲のように見えるものでも大きすぎて全体が見渡せない

こと・巨大であるからほとんど実験が不可能であることなどに原因している。・またとのために研究

方法も限られて，’まず多ぐの資料を集めてそれから法則を帰納する方法が少くとも今までは主流で

あった。気象衛星による地球の写真観測法や気象現象を単純な亀デル化して数値実験する法も最近

行われ始めて来てはいる。従って気候変化に関する多ぐの研究は，気候変化それ自身の面で大切で

あると共にPこの大気現象の法則を樹立する上にも極めて有用な資料であり，このことは次の例か
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らも納得されるであろう。例えば東北冷害の大原因で止るオホーヅク海高気圧は・1）明治末年から

戦前までは，冷たいオホーツク海の海水に起因する局地的な「背の低い高気圧」と考えられていた

のに・2）昭和28年の面諭獅ら微全地球的姉軸原因で出来る撚平洋鹸圧の醐砧

める「背の高い高気圧」と見られるようになり，3撮近ではアジア大陸南部とオホーツ、ク海との聞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ
の温度的差異に起因する「局地的高気圧」であるという説が数値実験により提出されている。つま

り気候変化は巨大な自然の実験にも心えられ，これを手がかりにして吾々は大気大循環の法則に近

づき得るのである。

さてアイスランドの気候変化も以上の意味で・第｛に試論気欝の騨とって大切で磨ζ・

が，さ，らに第2にアイスランPの独特な位置から見てさらに重要であると信ずる。そのわけは，こ

こはアジアのような季節風地域とは全く異なり，1年忌通していわゆる「アイスランド低圧部」を

形成していることと北部大西洋の中央部に存在することである。前者は低気匡による南北気団の混

合を盛にし，その結果こごの気候は大西洋及び周辺陸地の気候の平均状態を示している，というても

過言でなやこと・後者は特に大西洋という巨大な熱容量物質の影響を強ぐ受けているこ≒である。

つまり前・後者とも他の：地域に較べると気候変化を著しく少なくしているはずである。それにも拘

らず・気候面喰があったという之とは大陸上や寒・熱帯の海洋にもっと大きな気候変化があっ斥ζ：

とを暗示すると解すべきであろう。以上2点がアイスランドの気候変化を私がここに持ち出す理由・

である。

璽　流氷から見た気候変化

　ナンセン、F．（1924）によるとアイスランド近海の海流は，2系統あり，その南岸と西岸

に臨かいメキシ血流の枝流が流れ，その後口はグ沸ンランド面訴へ向っている。一方北

岸から東岸の沖合にかけては東グリーンランド寒流が流れ，ノー「ルウェ一方向に向っていろ・この’

ため，アイスランドの南と西岸は冬も暖かぐて，港も凍らないが，北と東岸では流氷を見，冬・から

春には港が凍ることがしばしばある。トラリンソノは厳冬の部類に入る1888年のアイスランド

周辺に臨ける流氷分布図を示しているが，それを見ると1月は北方にまばらに，5月にはびっしり

と，4月．明には北西から南勲でびっしりと，胡に繭方まで撚って島の翻の5／4を

．囲んでいる・7肺ると糠岸の鴨り・8月にはさらに疹部に減つ繰こと力幽

一方同論は暖冬には全島周囲に流心を見ないこと竜あると述べている。

　そこで氏は本論に抽，飽質学者…。ドセン（Th・・。dδ・・n）が収集した1688年7

’1915年偏る毎年の流氷鯛のデータをグラヲ化し，またコ。ホ（K。ch，　L）力物たり860
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～1959年の流氷期間図（単位半週一第1図）を引用して次の結論を述べている。
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第1図　アイスランド沿岸におi戯5流氷期間の20年間平均週数の変化

　　（K：ocb静45）（？と愚直軸数字はソラリンソンの文に基づき浅井記入）

1確笑に言えることは1600～1900年の間は始めの300～400年間に較べて年々の流

氷継続期間が長い。ただしり2，15世紀と16世紀前半の0は流氷がなかったのではなく資料

　がないためである。

’li最近の50年は雪550年以来の流氷の少い時代である。．

iil最近の50年は植民開始（865年頃A・D．）以来1100年問に凄いて最も長い・流氷の稀

　な時代である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　流氷による気候変化の研究はさらに1962年に至ってベルグトールソンにより発表されている。

氏は同じ資料を実に巧妙に駆使し，一一：方［0年聞平均気温」という独創的概念を打ち立てて両者

を関連づけ，156り年以後のアイスランドの⑫「気温」を推算した。その方法はまずトロッドセン

のデ「タ（前記のものともっと古いもの）を10年ごとに区切動　10年ごとの合計流氷月数を出

した．一方アイスラン晒岸北部にある古い菊象台ステ芦スホルムール（S七ykkish。1mu・）

と南東岸＝のタイガーホーン（Teigarぬorn）とを平均した　10年間平均気温を1851

年以後について出し，．これと重901～1930年の基準気温との偏差を出した（第1表。）。こ

の偏差と前の流氷月数とを回帰図に書くと第2図のようになり，函の左下部分，つまり気温が基準

一5一。
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温より低ぐて流氷月数の多い部分で：は、
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の図の直線ど1851年以前の10年

流氷月数から，逆に1561～1850

の，10年ごとの気温偏差（℃）を推

すると第1表bのようになる。
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2図　10年面流氷月数と10年聞平均気温側整との醐係

　　　　　　　　　（Bo穿gthOr880ロ　可962）

第1表　90’0～で9㌦69年におけるfO．年賦平均気温偏差の実測笹（C）

　　・’および推算値Ca．　b）

　　　（偏差の基蜥詳は19田～噛11’ゆ・5・鋤ナイスランド北西端

　　　および南東端平均気温，・の説明は後述．）’
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肋十一の疎鮫聯の帥醐に蛾糠纒端宏年櫛，
（2）アイスランド人声餓死した飢謹あ年の間隔とである。
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　アイスランド南西部は最：も人口密度が高く，漁民も多い所だからこのような極端な年は必ず記録

されていると考えてよい。これをトロッドセンの年表から抜ぐと次のようになる。

1227？．125a、1261・127馬127免15・4152¢1521・134a147α1与52？

460「5，　4610・　1615，　1617？　重65免　1683，　1694，　雪695，　1705，　1745，　1756，

｛752　至ア66，1791，1807？　18福Z　182壌，　1855，　1840，　185～≧　1881，　1888，　1902

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　また・アイスランドの響町は次のような理由かち気候変化と密接な関係にあることが推論される。

　i19世理で人口の大部分は丹州であ乗・

　1麟と言っても全くその鋤地域で，7三三気温が12℃足らず媛め馬鈴薯と昔は木

　　麦だけが海抜2ρ0ηZ以下でやっと育つ程度である。だから夏の気温が2℃も下ればもうこれ

　　らの収穫は望めない。

　耐　従って羊・牛・馬の牧畜が主業であるが，これも夏の牧草が充分貯蔵出来ないときは冬多く

　　の家畜を死なせることになる。

　lV　永い問ここの貿易はデンマ・一ク王の独即下にあったので，住艮は飢謹の年でも移住とか食糧

　　援助は望めず，餓死するしか道がなかった。

　V　漁業は流氷のために妨げられるほか，凶年にはタラは姿を消したようである』

　さて，この飢謹の年をト假ヅドセン¢）年表から抜くと次のようになる。

975990？105臨119乞120義122ス1を8弔28Z捌4壌521，15ナ4．・

150q，1525・　1555・　望566・　唱5gZ　1602・　1603・　1604，　162父　1654，　｛641之　1674，

曙68只　1690，　で692，　1696，　で69ズ　1698，　169働　壌700，　170歪，　1702，　1706，　174フ；

175で，　電756，　175Z　　1　77三～　1774，　17アa　　177臭　　1780，　1781，　て782，　1785，　4784，

喋785，　で80ξ　　1804

　これを見ると凶年は群をなす傾向があり．特に17，18世紀に目立ケてい為。もっとも｛9世

紀になると，同じよう’に寒いのに余り飢饒は起らなぐな。ているが，これの原因をベルグトールソ

ンは社会病1ゆ変化と見でい岩。

とζで邸ζの2つ蕨の中にある凶年の間隔や鰻の間隔（t）と第2図の縦轍示した10

鷲轡騨まず築騨商に？剛∵鰭鯛献は次の

　　　　馬弓偏差＝一佃8＋α581・gt，

　　　　（相関係数：o・琶2う）

　この式から逆に次のような「寒冷な1α年間」の気温偏差が推算できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一7｛
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　　　r凶年を含む1e年」の前及び後の「凶年なき10年」　　＝　0．0℃

　　　　　　　〃　　　　　　　　〃　　「　〃　匂～20年」　：　α2℃

　　　　　　　〃　　　．　　　　〃　　「　〃　2で～50年」　：　α5℃

　　　　　　　〃　　　　　　　〃　　r　〃5｛～40年」　：　α5℃

　　　　　　　〃　　　　　　　〃　　．f　4　41年以上」　：　a4℃

　この方式を用いて900年A・a以後156◎年までの10年間平籾気温が前記のように推算さ

れる（第奮表a）。また第1表のa，b，　c　を1枚の図に雪ぐと第5図となる。

　　　　IV　氷河の伸縮から見た気候変化

　　　　　　ヨ　トラリンソンによ．ればアイスランドでは氷河末端の高度が低いので，農民は近くに住み，変化は

その目につ薮易いため，17世紀以来，氷河末端の記録は詳しい。それでこの記録や終堆石，氷河

塞き止め湖，最近では氷河の直接測定により，アイスランド北西端のドランが氷河（Dranga

jδk亘11）末端部や南東部のヴァトナ氷河（Vatna　jδku　l　1）末端部の伸縮量が明らかになって

、いる。．第4図はこれで，大きな伸長は1750～60年と1840～510年とにあり，小さいのは

　十2000
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　　　第4図169ρ～1950欄臨ける氷河の備（の～Tho「“恥88ρn　1945・5！～

47｛0年，1810年，1』 W90年頃に見られる。1890年以後は縮小を続け，特に過去数…

佃輔の縮小は著しく烈68麻以来始めて飾る・婚β三三騨ついて殿彬弍少い莇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一9r



16～17世紀には一般に伸長し，そのあるものは17世紀に史上最大に達した。例えばヴァトナ

氷河の南東方の一末端であるブL／イダメルクール氷河（Breidamerkurj3：kull）は12～

15世紀のサガ時代には農家から遙か遠方にあった。筋が1700年頃にはずっと伸びて来て農家

を被い，現在ではその跡がまた氷河の外に出ているという風である。

　ペルグい＿ルソノは温度変化と氷河伸縮との時間的ずれは，氷河により非常に大ぎいことを認め

た上で，「氷河示数」（Glacial　index）という概念を設けた。第ろ図面の図は900年

A．の．から1960年に到るこの示数である。しかし氏の報告にこの示数の計算法が書いて重いのと，

若干の仮定も置いてあるらしいので，こ¢》下の図は上の図よりも信頼屡ξが少い恐れのあることをお

断引して澄く。

　　　　V　穀物作から見た気心変化

　　　　　　ヨ　トラリンソンによれば古代の穀物を知るには地名・耕作の跡・サガの内容・教会文書・販売契約

書などがあり・，最近では花粉分析で大麦や燕麦が立証さ漉ている。もっとも燕麦が栽培されたもの

か野生かは明かでない、：大麦は古文書にあるように，確かにアイスランド各地に栽培され，特に南

部と南西部では広く作られていた。その後の大麦の歴典を箇条書きにすると次のようになる。

　　　　　　　　　　　　　鼠＼
　13世紀末までには北と東部φ大麦栽：培は止まつ．た。

　15，44世紀には南と南西部でも減少した。1愚50年の記録に「大麦だけが南部の僅か数ケ

　　　所に栽培されている」とある。

　15世紀末までには大麦作は全ぐ止まったと一般kは考えられているが，、レイキャビナク付近では

　　　で6世紀末まで残った証拠がある⇔　　　，

　17，曙8，19世紀には各地で栽培試験は行われたがどうしても永続しなかった。

　1920年から南部の試験所に細ける大麦栽培は10年間に8・9年の成功を収めてセ・る。

　1950年から各地の試験所でも10年間に617年の成功を収めている。

　このような大麦作の減少，消滅，再開に対してその原因を貿易・政治状態の変化に置く老も多る

が謳うリンソンはこ纏次のように聴して，そ鐘因を気徽化噛している．す勧ち・ω

黄金時代中であ9解世紀末に棚物の騨不便な北凍アイスランドで煉継祉めら

れ，一方運搬噸のあ舗・西ア似ランドでこれが噂して唾ことは政治・経葡には翻出

来ない．（2編骸西効フ仰。・・シスラ（V・st・・一Sk・伽f・、11ssy・1・）では・媛が

魔のコゥボウム羅鮒て敷ため挫くと亀14観以頬・量とも鰯なコウボウムギカ三

物として収穫され為ようになった。・これも説明できない。（3）大麦栽培の再開ほ，流氷や氷河のダラ
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フでも瓢るように，近年に澄ける高緯度地方の温暖化に起因しているのはまず間違ない。その量：は

スち舷趣ムー・・で竃928－57年忌均が・5・轍の⑱78－87年の平均より、1・2

回忌漁り，，ベルーフィヨ～レド（B6ruf30ゴdur）で2・4℃上っている～二とを知れば納得されるで

あろう。（アイスランド国民議会の復活は1吾45年，外国貿易の再掌握は筆854年，三三獲得

はり904年7ﾆい髄 ､よ旅政治・繍条件の改善顧ウ2・四劫大分前であるから，媛成功の

原因をこれらに結びつけることは困難である。一筆者）

　　　　VI　結　　『　　　論

以上種々の角度から見た気候変化がお互に矛盾しないかどうかまず検討して見よう。第1図のコ

クホの流氷期間，第5図上の10年簡平均推定気温，下の推定氷河示数ならびに箇条書きにした穀

物作の摩史の4種類を読者自ら比較して戴きたい。するとこれらは三三にほぼ関係なく得られた結

果であるにも拘らず，定性的には勿論，定量的にも細部を除けばよく一致していると去える。そし

てむしろトラリンソンが災料不足であると心配した第1図の？マークは不用ではなゑつたかとさえ

思われる。

　今まで種々述べて来たが．をの中でも，アイスランドの気候変fピを推算した結果としては，第ろ

画く上）と第1表が最も詳しくかつ信頼できるものであると私は考えていることを最後に付言する。

余論．両氏は別に流氷輔と餉の関係，大麦から見槻在と概当初との二二軌，聯の気

候の予測，貝から克た海水温の変化，飢謹回数と人骨の背丈との関係，同じく入口との関係な乙

興味ある実証的研究も発表しているが，今回は割愛した』
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　　　　　　　お　知　ら　せ

1、投稿規定

　。影響の水女子大学地理学科卒業生及び旧，現職員は本誌に

　　投稿すること．炉できる。

　o用紙は横書き409字詰原稿用紙とする。

　。投稿の範囲・内容は特に規定しないが，研兜論文・調査報

　　告・近況報告などが望ましい。

　。論女・報告は15～5ヤ0放，短報は2～5枚程度ζすろ◎

　oしめきりは毎年5月末臼とする。

・原稿送欄先

　　　　　　　　　東京都文京区大塚2丁目4番1号

　　　　　　　　　　お茶の水女子大学地理学教室

　　　　　　　　　　　論茶の水地理編集委員会

2・住所・勲務先の変吏，改姓の場合も上記宛御連三下さい。

　　クラ客会・同窓会などの様子も慶知らせ下さい。

4．　この「立茶の水地理」は御盛：望の方に実費で影頒ち致しま

，す。
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